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4 月 18 日 宝塚エコマネー実験運営委員会 12 月 10 日 兵庫県まちづくり政策審議会
21 日 宝塚市まちづくり条例検討委員会 12 日 宝塚エコマネー実験運営委員会
24 日 インターネット博覧会宝塚市実行委員会 17 日 兵庫県職業能力開発審議会

5 月 7 日 ふるさとひょうご創生塾企画運営委員 18 日 災害Ｖ活動支援指針策定指針検討委員会
12 日 理事会 24 日 阪神ＮＰＯサミット2001
12 日 第２回通常総会 26 日 地域安心拠点づくり推進委員会
13 日 宝塚市まちづくり条例検討委員会 1 月 16 日 総合事業等審議会
14 日 ひょうご安心住宅検討委員会 16 日 簿記講座(～3月20日）
15 日 ＮＰＯサミット 22 日 ＰＣ簿記講座(～3月25日）
15 日 ユースワーク受入れ（～6月12日） 23 日 宝塚エコマネー実験運営委員会
19 日 ふるさとひょうご創生塾企画運営委員 2 月 6 日 宝塚エコマネー実験運営委員会
23 日 宝塚エコマネー実験運営委員会 9 日 ふるさとひょうご創生塾企画運営委員
23 日 箕面市非営利公益市民活動促進委員会 14 日 理事会
27 日 エコマネー実験 15 日 災害Ｖ活動支援指針策定検討委員会
29 日 青少年本部委員会 16 日 箕面市非営利公益市民活動促進委員会
29 日 兵庫県阪震災復興計画フォローアップ委員会 19 日 ガーデンビレッジ構想地域懇話会

6 月 7 日 NPOサロン 22 日 宝塚エコマネー実験運営委員会
13 日 宝塚エコマネー実験運営委員会 23 日 県民生活審議会
16 日 ふるさとひょうご創生塾企画運営委員 25 日 地域安心拠点づくり推進委員会
17 日 ふるさとひょうご創生塾企画運営委員 25 日 ふるさとひょうご創生塾企画運営委員
24 日 宝塚市まちづくり条例検討委員会 3 月 7 日 NPOサロン
26 日 兵庫県総合事業等審議会 11 日 ＮＰＯサミット

7 月 2 日 兵庫県職業能力開発委員会 15 日 レヴューの街宝塚　みんなで歌おうコンサート
6 日 兵庫県まちづくり政策審議会 26 日 宝塚エコマネー実験運営委員会
7 日 NPOサロン 29 日 理事会

11 日 宝塚エコマネー実験運営委員会
17 日 ガーデンビレッジ構想地域懇話会
23 日 インターネット博覧会宝塚市実行委員会
26 日 市まちづくり条例

8 月 8 日 宝塚エコマネー実験運営委員会
16 日 市まちづくり条例
18 日 ふるさとひょうご創生塾企画運営委員
22 日 サマーフェスティバル
24 日 インターネット博覧会宝塚市実行委員会
25 日 宝塚市まちづくり条例検討委員会

9 月 3 日 簿記講座(～11月7日）
5 日 ＰＣ簿記講座(～11月１２日）
5 日 兵庫県職業能力開発委員会
7 日 NPOサロン

12 日 宝塚エコマネー実験運営委員会
15 日 ふるさとひょうご創生塾企画運営委員
16 日 宝塚市まちづくり条例検討委員会
18 日 ＮＰＯサミット
18 日 ユースワーク受入れ(～10月18日）
21 日 NPOとの協働研究会ドーン

10 月 4 日 震災復興フォローアップ委員会
7 日 NPOサロン
9 日 箕面市非営利公益市民活動促進委員会

13 日 理事会
15 日 ガーデンビレッジ構想地域懇話会
17 日 宝塚エコマネー実験運営委員会
22 日 ＮＰＯサミット
22 日 ひょうご安心住宅検討委員会
24 日 兵庫県職業能力開発審議会

11 月 1 日 災害Ｖ活動支援指針策定検討委員会
7 日 NPOサロン

10 日 ふるさとひょうご創生塾企画運営委員
12 日 ＮＰＯサミット
13 日 青少年本部委員会
14 日 宝塚エコマネー実験運営委員会

12 月 7 日 NPOサロン
8 日 箕面市非営利公益市民活動促進委員会

10 日 ＮＰＯサミット

2001年のうごき
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2001 年度の報告と今後に向けての展望 
                                                    森 綾子 
   
2001 年度を振り返って 

 宝塚ＮＰＯセンターの４年目の時期は、先の見えない苦しい１年であった。というのも、補助金が

終わる最終年に当たっていたので、どう翌年度から事業を展開していくかに苦悩した。当然この事

は３年前からの自明の理なのでどうセンターを運営するかを考え実行もして来たつもりである。 
 そのために、コミュニティーの再生を考えた「エコマネーの実験」、そしてコミュニティー・ビジネス

を念頭においた（特）めふのお家での「生前契約事業」のこの二つに全力を投入した。二つの事業

は２年かかったけれどそれぞれの評価をいただき次の仕事をこなす経験となっている。 
 また、事務局の人間は限られていたのでその他の事業は理事やボランティアが担当した。「レヴュ

ーの街宝塚―みんなで歌おうコンサートー」では、子ども達や市民が一緒に歌を歌うことでＮＰＯを

知っていただくことが出来、効果は大きい。 
 人材育成においては、市内ではシニア男性７名で結成するＮＳＰが担当した。３級簿記講座、パソ

コンでの簿記講座など、念入りな打合せを経て、説得力と理論的な話術、補習授業で好評を得た。 
 また、２年前から行ってきた阪神ＮＰＯサミットもやっと充実してきたのではないだろうか。芦屋市、

西宮市、伊丹市、三田市、川西市、尼崎市、宝塚市のＮＰＯもすでに約５０団体になったが、まだま

だ脆弱でうまくマネジメント出来なくて困っている状態である。ネットワークを取りながら、全体の資

質を高めたい、そして新たな公のセクターを創造していきたいとの思いで「阪神ＮＰＯサミット２００１」の

二回のイベントを行なってきた。 
 こうして、振りかえってみると、ＮＰＯも１・２年では成果を上げることはできない。当然年月がかかる

のは仕方ない。それでも４年でここまで走ってこられたのはラッキーだったのか、いやいや、努力と

皆さんの支援のおかげであろう。 
  
４年たったから見えるもの 

 まず、震災を教訓に産まれた、わけも分からない宝塚ＮＰＯセンターに何も言わずに補助金を出

してくれた宝塚市に感謝したい。宝塚ＮＰＯセンターはそのお金で種を蒔き、形を作り、成果物を

生み出す方法を身につけることができた。これからも、市民のために役に立つセンターでもありたい。

１４年度からＮＰＯを支援するセンターとして新たに委託を受けたので頑張りたい。 
 兵庫県においては、多くの審議会・委員会のメンバーに指名頂き政策提言の場で、勉強をさせて

いただいた。 終身雇用制の衰退、労働市場の変動、リストラと他人事では既になくなっていて、宝

塚ＮＰＯセンターもこのことを解決するために協力することになった。それで「生きがいしごとサポー

トセンター」の事業を兵庫県より受託した。 
 時代の波にうまくのりたいという思いはなかった。こんな社会になったらいいなと考えていただけ

で気がついたら、ＮＰＯで働きたい人が増えていて、地域の課題解決型のビジネスを起業したい人

たちが集まってきていた。これからは彼らを支援する６名のキャリアカウンセラーの能力にかかって

いる。心を引き締めてまた、新たな旅立ちに出たい。 
特・宝塚ＮＰＯセンター 理事・事務局長 
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事 業 報 告 
 
１．運営方針及び各年度の重要目標 
特定非営利活動法人宝塚ＮＰＯセンターは、「市民活動及び市民活動団体の自立･発展、

市民事業の円滑な運営のためのさまざまな支援を行うことによって市民セクターの確立を

うながし、さらにＮＰＯ･行政･企業との健全で対等なパートナーシップを築き、だれもが

安全に安心してくらせる市民社会の実現に寄与する」を目的に設立された。 

設立以来、広く市民へＮＰＯの啓発を行い、人材の養成に努め、単体のＮＰＯの立ち上

げ支援から運営にかかるコンサルティングを中心に行っている。宝塚市特定非営利活動振

興補助金の補助対象も特定非営利活動促進法の別表 12 号に定める活動に対してと規定さ

れている。センターは、「団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動」に専念

し現在にいたっている。 

ＮＰＯ活動は、『ＮＰＯ法人にかかる税制上の措置 「寄付者、受益者、ＮＰＯ活動実績

のいずれかに、一市町村（指定都市の区を含む。）を超える広がりがあること。」（広がり：

一市町村内はいずれも８０％，隣接する市町村がない場合は対象外）』に規定されているよ

うに行政域を超えて展開されるものである。特に黎明期における啓発活動や社会的環境整

備については、行政域にとらわれず展開していかなければ世論の形成にもつながらず、市

域での意識変革も期待できない。 

阪神間各市の人口に対するＮＰＯ法人数を比較すると、芦屋市はともかくとして宝塚市

におけるＮＰＯ活動は盛んである。 

 

阪神間法人数                         2002 年３月現在 

地域 法人数 １法人当たり人口（千人） 地域 法人数 １法人当たり人口（千人）

宝塚市 11 20 芦屋市 8 9

尼崎市 4 116 川西市 4 39

西宮市 16 27 三田市 4 28

伊丹市 3 64 猪名川町 0 ―

 

宝塚市内に事務所を置くＮＰＯ法人 

法人名 設立年月 法人名 設立年月 

めふのお家 1999.5 シニアパワーを活かす会 2000.10

国際情報科学協会 1999.8 さわやかスポーツクラブ 2001.2

宝塚ＮＰＯセンター 1999.9 イ・キューブ 2002.1

託老所 光明の家 2000.4 ｸﾞｯﾄﾞｳｨﾙｽﾎﾟｰﾂﾗｲﾌｱｼｽﾄ 2000.6

兵庫シー･エス･アール 2000.4 市民環境支援団体 2002.3

女性と子どものｴﾝﾊﾟﾜﾒﾝﾄ関西 2000.10  

 

■1998 年度（任意団体として設立） 

設立初年度の事業は、ＮＰＯの啓発と人材養成に務めた。 
 

■1999 年度（補助金交付、9月 1日法人設立） 
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ＮＰＯやコミュニティ・ビジネスの立ち上げ支援として個別の相談を充実させ、人材育

成はＮＰＯ実務専門の講座に切り替えた。各地でＮＰＯ設立が盛んになってきたが、法人

設立認証をうけるには、定款、2 年度にわたる事業計画・予算の作成など 16 種類に及ぶ書

類を調えることが必要で、現場での活動に明け暮れているグループや団体にとっては、非

常な負担である。しかし、ＮＰＯにとって、これらの書類作成を団体自らの手で行うこと

ができなければ、ＮＰＯに義務付けられている説明責任を果たすことも危うくなる。各々

の団体に、ＮＰＯの概念から書類の作成まで助言を行い、団体の事務処理能力の向上に努

めている。このような作業は、個別で団体の状況や事務の習熟度にあわせることが必要で、

個別面談で相談に当たった。 
また、この年度は、コンピューター2000 年問題が地球規模で問題になった年で、本セン

ターとしても地域防災コミュニティの形成を促す講座を兵庫県阪神県民局と共催で開催し、

市民への啓発を行った。 

ＮＰＯのネットワークづくりとして、阪神間で活動するＮＰＯの連携と自己研鑽の場と

して阪神ＮＰＯサミットを組織し、毎月例会をもちＮＰＯ間や行政や企業との連携のあり

方など意見交換を行った。 
 
■2000 年度 

法人認証申請の支援に加えて法人設立したＮＰＯのコンサルティングに重点を置いた。 

組織に不慣れなボランティアが中心のＮＰＯは組織運営能力が乏しい。各ＮＰＯの組織の

レベルに合わせた運営支援が必要である。ＮＰＯ分野での実績が評価され、各種審議会等

の委員委嘱を受け政策提言活動を行った。 

また、任意の研究会―スマートガバメント研究会で行政のスリム化と市民参画社会の構

築にむけての研究を行い、この研究提案を受けて、エコマネー実験の事務局を担った。だ

れもが気軽に参加できるしくみづくりを市民自らが行うために支援を行い、まちづくり協

議会と連携し宝塚市全域の市民を対象とした啓発活動を展開している。それ故に市民，行

政、企業による協働の取り組みとして全国的に注目を集めている。 
 

■2001 年度 

 ＮＰＯコンサルティング、ＮＰＯ法人の連携による事業開拓と、コミュニティ・ビジネ

スの創設支援に重点をおく。宝塚市と共同でエコマネー実験にとりくみ、アドボカシー活

動として行政との協働の在り方についての研究を行った。人材養成はＮＰＯ運営の要であ

る会計業務における簿記の技術習得に重点を置いた。 

 

２．事業 

（１）人材養成事業 

簿記講座、パソコン簿記講座 

本年度からＮＳＰ（ＮＰＯサポートプロジェクト）による能力開発講座が開設された。 
この講座は、ＮＰＯの管理部門の実務者養成と女性の再就職支援目的に宝塚市女性センタ

ーとの共催で、ビジネス実務を研修する内容になっている。今年度は「日商簿記３級」で



 5

資格取得を、「ＰＣで簿記」ではビジネス実務を学習するスキルアップ講座をそれぞれ２回

ずつ開講、計６９ 名の受講生が修了し好評を得た。 
特に「ＰＣで簿記」は簿記やパソコンは習ったけれども、なかなか実務に適用できない

という方への実務演習講座で起業家からも人気の内容である。 
修了者から再就職や資格取得の朗報を受けた時は、本当にうれしく、やりがいを感じる

瞬間である。ＮＳＰメンバーの熱心な講座運営により、両講座とも定着した感があり、次

年度も講座内容を充実させて継続していく予定である。 
この実績を基に次年度は「日商簿記２級」・「販売士２級」の資格取得講座を付け加え、

さらに充実した内容で就業支援のみならず、コミュニテｲ開発を進めるリーダーたちや、Ｎ

ＰＯ起業家が必要な技術・知識を効率よく、しかも徹底的に習得できる研修機関としてい

く予定である。 

 

講座名 簿記はあなたの就職パスポート「簿記」ってなあに？ 入門編 

日時 2001 年 9 月 5 日～10 月 11 月 7 日までの毎水曜日 計 10 回 午前 10：00～12：00 

受講者数 1８人（宝塚市内在住・在勤・在学者） 

受講料 10,000 円（全回分） テキスト 2 冊 4,000 円 

保育 定員 6 名（1 歳から就学前） 

 

講座名 エクセルで簿記の達人に！ 

日時 2001 年 9 月 3 日～10 月 11 月 12 日までの毎月曜日 計 10 回 午後 6：30～8：30 

受講者数 １５人（宝塚市内在住・在勤・在学者） 

受講料 20,000 円（全回分） テキスト 3,000 円 

 

講座名 簿記はあなたの就職パスポート「簿記」ってなあに？ どんな試験問題？傾向と対策 

日時 2０02 年 1 月 16 日～3 月 20 日の毎水曜日全 12 回午前 10：00～12：00 

受講者数 １７人（宝塚市内在住・在勤・在学者） 

受講料 10,000 円（全回分） テキスト 2 冊 4,000 円 

保育 定員 6 名（1 歳から就学前） 

 

講座名 エクセルで簿記の達人に！ 

日時 2002 年１月 22 日～3 月 25 日 計 10 回 午前 10：00～12：00 

受講者数 １９人（宝塚市内在住・在勤・在学者） 

受講料 10,000 円（全回分） テキスト 2 冊 4,000 円 

 

ＮＳＰ（ＮＰＯサポートプロジェクト） 

宝塚ＮＰＯセンターで出会ったリタイア男性が今までの経験を生かすことは出来ないかと2000年10月

結成。調査研究や講座の企画運営から日常的な事務サポートまで幅広い活動を行っている。毎週水曜日例

会日。（ニューズレターNO.17「私とＮＰＯ」号参照） 

 
（２）ネットワーキング事業 
① ＮＰＯサロン 
昨年度はＮＰＯ運営についての相談日を設けていたが、ＮＰＯ法人の運営上の課題は共

通するものが多く、情報交換とネットワーク作りのために「ＮＰＯサロン」を開設した。
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ＮＰＯ法人と法人設立をめざす団体を対象にマネジメントを中心にしたサポートとネットワーク

づくりを目的に毎月７日に開催した。毎月、電話や面接でよせられる相談の内容や、時事問

題からテーマを選び、毎回テーマに精通したゲストを招き少人数で質疑応答に重点をおい

た。草の根のＮＰＯ法人の運営は、課題に直面して初めて気づくというケースが多く，予

め対策が講じられていることは少ない。このような状況からも、運営上の課題の共有を図

りノウハウを交換し蓄積することは必要である。毎回ゲストを囲んで熱心な議論が交わさ

れている。 
 
参加者内訳（年間） 

参加団体種別参加者内訳（人） 地域別参加者内訳（人） 

ＮＰＯ法人 任意団体 個人 宝塚市内 宝塚市外 兵庫県外 

40 17 16 23 37 13

 

月別開催概要 
６月例会 

日時 テーマ 講師 参加者 

６・７ こうすれば獲得できる、助成金 赤松 弘揮（伊丹ＮＰＯセンター） 16

 運営財源の確保はどのＮＰＯにとっても最大の課題である。ＮＰＯの資金調達の役割は

理事がその任を負うといわれているが、理想的に機能している組織は少ないのが現状であ

る。助成金の情報収集に始まり、不採択になった申請書を教材にその原因の究明から申請

書の書き方のノウハウを学んだ。限られた申請書の紙幅にいかに効果的に活動をアピール

するか、キャッチコピーのつけ方、見易さ、わかりやすさ、添付資料の整え方など、微に

入り細にわたり教授された。参加者全員が実際に申請書を作成し、講師の添削を受けた。

熱心な質問が相次ぎ収穫の多いサロンとなった。 

 

７月例会 

日時 テーマ 講師 参加者 

７・７ ＮＰＯと介護保険事業 神谷 良子（特・神戸ﾗｲﾌ･ｹｱ協会） 18

日本のＮＰＯの約半数が福祉系である。介護保険事業者も多い。講師は、２０年間の地

域福祉活動の実績をもつ団体で、長年の現場からの貴重な体験が語られた。介護保険事業

所の経営を中心に、財務、労務などの実務的な事例が提示された。シニア男性が経理、人

事から事務局を受けもち組織の基盤を支える戦力となっている。ケアマネージャー、ヘル

パー部門にボランティアが加わり事業を展開して収益をあげている。参加者からは、人件

費の配分、人材確保、福利厚生、税金などの具体的な質問が多く寄せられた。 

 

９月例会 

日時 テーマ 講師 参加者 

９・７ 経営を学ぶ １ 梅原昭三（日本在宅サービス事業者協会組織委員） ８

冒頭から「経営にはＮＰＯを捨てる」と切り出し、ＮＰＯと民間は協調、競合して利用
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者本位で常にサービスの向上を図ることを強調した。ＮＰＯ、非営利という概念がややも

すれば経営に甘えを生むことを指摘し、ＮＰＯであるからこそ効率的な組織運営が必要で

あると説いた。定期的な職員研修で職員の質を向上させること。事務部門などの合理化シ

ステム化で収益を上げ、新たな事業に繰り入れる利益の循環を生む経営についてわかりや

すく解説された。 

 

10 月例会 

日時 テーマ 講師 参加者 

10．7 経営を学ぶ ２ 高見一夫（中小企業診断士 ワーク 21 代表） ９

「ＮＰＯにとってのマネジメントとは何か？」をテーマに、夢や志をかたちにするには、

組織が継続的に計画的に事業を遂行すること。現場には強いが、管理業務は弱いのがＮＰ

Ｏの特色である。具体的な事業計画の立て方、財務諸表の読み方、事業収益の改善方法な

ど実務に即した内容であった。 

 

11 月例会 

日時 テーマ 講師 参加者 

11．7 本音で語ろうＮＰＯ 森綾子（特・宝塚ＮＰＯセンター事務局長） ９

今月はテーマを定めず、これからＮＰＯを立ち上げようとする人、すでにＮＰＯ法人を

運営している人、ＮＰＯとの連携を模索している企業人など、それぞれの立場から課題や

疑問が投げかけられた。 

 

２月例会 

日時 テーマ 講師 参加者 

2．7 ＮＰＯと緊急雇用 高橋正春（特・日本災害救援ボランティアネットワーク） ９

ＮＰＯにとって人材の確保、人件費は頭の痛い問題である。平成 13 年度の兵庫県の「生

活復興のためのＮＰＯ活動支援事業」の受託の経緯、平成 14 年度の予想される形態、受託

に向けての対策などが説明された。参加者からは、緊急雇用にかかる社会保険の手続き、

源泉所得税などの具体的な内容が質問された。委託事業における様々な制約や手続きなど

は、ＮＰＯ単体で取り組むには負担が大きく連携が必要なことが強調された。 

 

３月例会 

日時 テーマ 講師 参加者 

 

3．7 

「全国宅老所・グループホー

ム・グループハウス研究交流フ

ォーラム 2002」報告 

 

平眞弓（特・宅老所光明の家 施設長） ４

「宅老所光明の家」設立の経緯と現状に始まり、自らスタッフとしてかかわった全国フ

ォーラムの報告があった。小規模であるからこそ地域性、多様性、選択肢のある宅老所、

グループホーム、グループハウスが今注目を浴びている。しかし、家賃などの負担が経営

を圧迫しており、行政などからの支援の仕組みが求められている。 
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② 阪神ＮＰＯサミット 

阪神ＮＰＯサミットは、阪神間のＮＰＯのネットワークづくりと自己研鑽の場として始まった。毎月

例会をもち、ＮＰＯ法人としての活動の連絡調整に当たっている。昨年度の活動で、税の優遇制

度に対する要望書の提出を行った。その優遇制度が、2001 年 10 月施行された「認定ＮＰＯ法人

制度」である。阪神ＮＰＯサミットとして認定ＮＰＯ法人の説明会の開催を企画し、大阪国税局の担

当官に出講を文書で依頼したが、個別の対応はできないと断られ実現しなかった。 

1 年の活動を経てＮＰＯ間の連携が進み、「近畿ろうきんＮＰＯパートナーシップ」の阪神間の窓

口を引き受けるようになった。また、年 1 回の公開のイベント「阪神ＮＰＯサミット２００１」は、兵庫県

のふれあいの祭典、地域活性化助成事業として開催された。本センターは行政との窓口として実

行委員会の事務局を受け持った。単体のＮＰＯにとっては、実行委員会形式での関わり方など未

経験の部分が多いが、イベントの場数を踏んで熟練したボランティアのサポートが力強い。 

 

「阪神ＮＰＯサミット２００１」 

日時：2001 年 12 月 24 日（祝）14:00～19:00  宝塚ホテル   

参加者：200 人 

プログラム 

■基調講演 「ＮＰＯ支援税制と今後のＮＰＯの資金開発」 

■講師：松原明 シーズ＝市民活動を支える制度をつくる会事務局長 

■A分科会「地域､コミュニティづくりのための資金調達」世古一穂（特・ＮＰＯ研修・情報センター代表理事） 

■B分科会「税制の学習」 松原明（シーズ事務局長） 

■C分科会「米国テロ事件に見るボランティアの動向」渥美公秀（大阪大学大学院助教授） 

■D分科会「福祉ＮＰＯの問題と課題」黒田裕子（阪神高齢者・障害者支援ネットワーク 副代表） 

■E分科会「まちづくり・環境等のＮＰＯについて」野崎隆一（神戸まちづくり研究所事務局長） 

■分科会報告、交流会 

 

基調講演では、シーズ事務局表の松原明さんが「ＮＰＯ支援税制と今後のＮＰＯの資金

開発」と題して講演された。1998 年 12 月のＮＰＯ法の施行、本年 10 月 1 日には一定の要

件を満たしたＮＰＯ法人への寄附の税制優遇制度が施行されたが、あまりに厳しい要件で

ある。現在全国におよそ 5,500 のＮＰＯ法人が設立されているが、これまで認定をうけた

のは 2法人である。いま、ＮＰＯの環境は大きく変化の時期にある。財源についても、政

府の緊急雇用対策や、行政からの委託事業、補助金など増える傾向にある。しかし、行政

からのお金には規制や注文が多く、ＮＰＯが自由に使えるものはなく、リスクが大きいの

で注意が必要である。日本のＮＰＯは事業に関わる人材はいても、組織を管理する人材が

手薄である。欧米では資金開発に事業と同じくらいの人材があてられている。ファンドレ

イジングのしくみづくりについては、企業、市民、行政、ＮＰＯの関係性をつくる、コミ

ュケーション開発が大事と言われている。お金は関係性についてくるもの。新しい関係性

をつくる基盤づくりとして税制の改革が必要であると語られた。 
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Ａ分科会 「地域､コミュニティづくりのための資金調達」 講師 世古一穂 

お金がないと嘆くよりも企画力を磨く。助成金申請は締め切りに余裕を持つことで訂正

も可能。生き延びるための経営ではない、本末転倒にならぬよう気をつけよう。資金調達

を専門に行うＮＰＯが生まれて欲しい。（それって、宝塚ＮＰＯセンターの役割？） 

分科会担当：森綾子（特・宝塚ＮＰＯセンター）    

 

Ｂ分科会「税制の学習」 講師 松原明 

待望のＮＰＯへの寄附金税制特例措置が施行されたが、認定要件が厳しく､認定申請が極

めて少ない。特に収入に占める寄附金の割合が１／３以上という条件をクリアすることが

難しいことなどを学習した。 

分科会担当：田中稔昭（特・日本災害救援ボランティアネットワーク）  

 

Ｃ分科会「米国テロ事件に見るボランティアの動向」講師：渥美公秀 

米国テロ事件がボランティアのあり方をも変える。テロが国家概念の崩壊の不安を抱か

せた。私達は「市民社会という理想」にあえて巻き込まれることが必要かもしれない―講

師のお話しに参加者の一人として聞き入った。 

分科会担当：岡本順子（特・西宮地域たすけあいネットワーク） 

 

Ｄ分科会「福祉ＮＰＯの問題と課題」講師：黒田裕子 

震災から生まれた高齢者・障害者福祉の問題点は、「孤独死」と「まちづくり」。現在の

ＮＰＯ法人の介護保険事業所としての問題点は、「スタッフの質の向上」「運営資金」「介護

保険の見直し」。講師の実践に基づいたお話しに刺激を受けました。 

分科会担当：平真弓（特・宅老所 光明の家） 

 

Ｅ分科会「まちづくり・環境等のＮＰＯについて」講師：野崎隆一 

講師から震災後の神戸のまちづくりの実践例の話しがあり、各市の市民から意見が出た。

結論として、行政と市民の間で、中間的に仲介できるコーディネータとしてのＮＰＯの役

割、人材養成が今後必要となってくるとのこと。 

分科会担当：西尾雄太郎（特・シンフォニー） 
       

③ レヴューの街宝塚 みんなで歌おうコンサート 

本センター設立初年度に開催した講座をきっかけに始まった手づくりのコンサートが回を重ね

て第 3 回を迎えた。企画から協賛依頼、チケット販売、当日のステージ監督まですべてボランティ

アの手で行われている。今回は、みんなで歌おうにちなんで、出演者と一緒にステージでうたって

いただく方を公募し、約 40 人の申込があった。幼稚園児から介護老人保健施設の高齢の方々が

舞台にあがり、宝塚歌劇ＯＧ、会場とともに歌声を響かせた。参加者からは感動的な舞台だったと

感激の面持ちでスタッフに声をかけねぎらっていた。 

出演者：岡田泰子のんのんバレエスタジオ、美野真奈、華陽子、こじか真衣、夏城令、宝塚ＮＰ

Ｏ合唱団、公募のみなさん 



 10

開催日時：2002 年 3 月 14 日（金）  場所：ベガホール  参加者：３７０人 

主催：みんなで歌おうコンサート実行委員会 （ＮＳＳＣ、特・宝塚ＮＰＯセンター） 

後援：兵庫県阪神北県民局 宝塚市、（財）宝塚市文化振興財団、現代文化研究会 

協賛：いまいクリニック、づかの店 栄屋、平和紙業（株）、（株）ティーオーエーカラーワークス，

山田忠生歯科、（株）宝塚阪急 

兵庫県自治協会地域活性化助成事業 

 

ＮＳＳＣ（ＮＰＯをＳong で Support する Club） 

第 1 回のコンサート運営にあたったボランティア有志が“歌”を通してＮＰＯ活動をサポートするため結成したグ

ループ、宝塚歌劇ＯＧや音楽指導者、音楽愛好家で構成されている。 

 

宝塚ＮＰＯ合唱団 

ＮＰＯの活動に賛同し、宝塚ＮＰＯセンターを支援するために音楽指導者とアマチュア音楽愛好家が集まって

1999 年結成。宝塚ＮＰＯセンター主催のコンサートなどに出演し、音楽を通して人々の心の輪を広げている。 

 




